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-▲

アナツバメの巣由来シアロオリゴ糖の
アンチエイジング効果

谷久典*1渡久山理恵*2 池本毅春3 堀内泰司*4

1,はじめに

アナツバメ(穴燕, αllocali寂i)の巣は古来より,

美容効果や感染症予防効果などが経験的に知られてお

り,中華の高級食材としても食されている。アナツバメ

の巣はシァル酸の含有量が高いことが知られている。近

年の研究でシア)レ酸は, IGFl (インスl)ン様成長因子)

を誘導産生することで全身の機能性の恒常性維持に関与

していることが明らかにされている。 Saberら1’は血清

IGFlと脳梗塞や心筋梗塞発症リスクには密接な関連が

あることをFraninghamstudyで明らかにしている。脳

梗塞や心筋梗塞発症を未然に防ぐには中高年齢域の血清

IGFlの低下を抑制することが必須であると考えられる。

松本ら2)は,抗ウイルス活性を有するシアロペプチド

の探索で シァル酸含量と抗ウイルス活性がリンクして

おらず シァル酸の結合部位を中心とした糖鎖構造が有

用であるとしている。金丸ら3’も,同様にシァル酸の結

合部位が重要であると報告している。

そこで アナツバメの巣由来シァル酸を含む機能性関

与成分もその構造が当然重要であろうと考え,製造方法

を検討するとともに得られたシアロオリゴ糖(SAO)

についてのその機能性4)5),とりわけ美容関係について

検討を行った。

2.ツバメの巣由来SAOの調製

ジャワアナツバメ(Ae卿dmmusルc砂h昭機鋒γmani)

の巣は ㈱雅嘉貿易より入手した。 SAOはアルカリ処

理によって抽出を行った。すなわち, 10gのアナツバメ
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の巣に0.25% (w/w)水酸化ナトリウム水溶液を1,000

mし加え,ミキサーにて粉砕し80℃, 40分間抽出した。

4℃に冷却後,遠心分離及びろ過により不溶物を除去し

た。その後,電気透析にて脱塩し,凍結乾燥した。 10g

のアナツバメの巣より3.33gの乾燥産物を得た。対照

として酸処理による抽出方法を行った。すなわち. 10g

のアナツバメの巣に0.5M塩酸溶液を1,000mL加え,

ミキサーにて粉砕し, 80℃, 40分間抽出した。 4℃に

冷却後,遠心分離及びろ過により不溶物を除去した。そ

の後,電気透析にて脱塩し,凍結乾燥した。 10gのア

ナツバメの巣より0,81gの乾燥産物を得た。

アナツバメの巣からSAOを得るために,酸性条件下

及びアルカリ性条件下での抽出を行い, SAOの抽出を

ゲルろ過にて確認した結果を図1に示した6)。図1 (1)

には酸性条件下抽出での, (2)はアルカリ条件下抽出で

のシァル酸及び糖の値を示している。酸性条件下抽出の

場合,シァル酸と糖のピークに相関が認められなかった

が アルカリ条件下抽出の場合,そのピークは一致して

いた。このことからツバメの巣をアルカリ条件下で抽出

することでSAOが抽出されることが明らかとなった。

このSAOの分子量は1.7-2.3kDa? シァル酸/ヘキ

ソースの質量比が0.5-0.9の画分に最も高い活性が認

められたことから,以後この画分を用いた。

3,細胞増殖に及ぼす効果

近年抗老化の研究からシァル酸が再度注目され始め

た。 Malicdan7)や野口8’,岡鳴ら9)は2009年にそれぞ

れ別々にシァル酸が宣GFlの産生を誘導し,種々の生理

的/薬理的機能を発現していることを明らかにしてい

る。シァル酸がIGFlを産生することが明らかにされた

ことからSAOの機能測定として各種細胞増殖因子の測

定を正常ヒト成人皮膚線維芽細胞〔製品名:凍結

NHDF (AD), KF4109,クラボウ製〕を用いて検討を

行い,図2に示した。 SAOは, IGF-1 〔図2 (1)〕以外

にもPDGF (血小板由来増殖因子) 〔図2 (5)〕を除く

FGF(線維芽細胞増殖因子)-β 〔図2 (2)〕, EGF (上皮
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あった。 SAOO%の吸光度を100としたとき, SAOの

添加量が最終濃度0.0312へ0.125 %でその割合が222-

226と約2倍の増殖率であった。 SAO無添加(0%)及

び0.25%添加後, 1白目及び3日日の細胞の様子を図4

に示した。図4よりSAOを添加することで細胞の正常

な増殖を促進させる効果があることが明らかとなった。

5,創傷治癒に及ぼす効果

SAOは各種成長因子産生能を向上させ.細胞増薙信

用があることを明らかにした。そこでこのSAOを届書」

正常な細胞増殖作用の1つである創傷治癒にも効果を更

ぽすことを正常ヒト成人皮膚線維芽細胞にて検討した

すなわち,無血清培地を用いて1 × 10当園/mしの正三
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図3 SAOの細胞増殖能に及ぼす効果

1日日

(1)無添加(0%)

(2) 0,25%添加

58

1日日 3日昌
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図4 SAO無添加(0%)及び0.25%添加後, 1日日及び3日日の細胞増殖の様子
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(1)50代男性

(2) 20代女性

開始時 1週間目

図6 SAO配合ローションの皮膚に及ぼす効果

でありSAOの効果が体感しづらい傾向が認められると

考えられた。

以上の結果からSAO配合スキンローションを塗布す

ることで細胞のターンオーバーを活発化させ,特に中高

年者にとって皮膚の修復機能を促進させることが可能で

あることが明らかとなった。

7.おわりに

アナツバメの巣は 滋養強壮食材として古来より食さ

れている。近年の研究からアナツバメの巣にはシァル酸

の含有量が高くIGFlを誘導産生することで全身の機能

性の恒常性維持に関与していることが明らかにされてい

る。我々はアナツバメの巣由来シァル酸を含む機能性関

与成分もその構造が当然重要であろうと考え, SAOを

開発するに至った。 SAOの機能性を詳細に検討したと

ころ,機能性食品として有用であるばかりではなく,速

やかに経皮吸収され皮膚線維芽細胞の増殖能や創傷治癒

効果さらにターンオーバーを活発にさせることで皮膚の

60

2週間目

若返り,すなわちアンチエイジング効果があることがわ

かった。以上のことから,肌老化に関するさらなる効果

が見込まれる唯一の素材である。
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